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祝 ブータン国王陛下ご結婚式 
国王陛下ご夫妻のご来日決定！ 

 

 日本GNH学会ならびに会員一同は、ブータン王国国王ジグミ・
ケサル・ナムギャル・ワンチュク陛下及び同王妃陛下のご結婚
式をお慶び申し上げます。 
 
 また、11月15日（火曜日）から19日(土曜日)までの国賓として
のご来日を歓迎いたします。 
  
       



祝ブータン国王ご成婚 
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BHUTAN TIMESより転載 http://www.bhutantimes.bt/index.php 



ブータン国王ご夫妻 
ご来日決定！ 
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外務省発表：プレスリリース 

 

ブータン王国国王ジグミ・ケサル・ナムギャル・ワンチュク陛下及び
同王妃陛下の来日 

平成23年10月18日 

• 11月15日（火曜日）から19日(土曜日)まで, ブータン王国国王及び
同王妃陛下が, 随員と共に, 国賓として滞在されます。 

• 滞在中, 天皇皇后両陛下は, 同国王王妃両陛下と御会見になるほ
か宮中晩餐を催されます。 

• 同国王王妃両陛下の来日は, 我が国とブータン王国との親善関係
を一段と深めるものと期待されます。 
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日本GNH学会 編集 
ブータン王国ジグミ・ティンレイ首相講演録  

2010年4月 経済同友会全国セミナー 基調講演より 
 

＜予約受付中！＞ 詳細は、学会事務局へお問い合わせ下さい 



＜新連載：リレーエッセイ＞ 

私とGNH  No.６  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

日本GNH学会（Japan Society for GNH Studies）「ブータンのGNHを考える」 

 

5 

「学会NEWS」では、会員皆様のエッセイ「私とGNH」をリレー形式により掲
載します（ご投稿大歓迎！） 

不安ばかりの日本とＧＮＨ（２）      
                                         多方一成 

（本学会会員・大阪成蹊大学マネジメント学部 教授） 

 社会改革には歴史的・国際的にみると２つに分類されよう。第１は、カリスマ的独裁者の登場によって、ド
ラスティックに社会改革を進める方法である。第２は、住民サイドが社会改革の必要性を感じ、自分の身近
なところから積み上げていき、賛同する仲間を増やして除々にやっていく方法である。 
現下の「不安ばかりの日本」おいては、第１のようなカリスマ的独裁者の登場によって社会改革をやる方が
スピーディに実効性が伴い、社会改革が一挙に進むだろう。しかし、実際的に日本でカリスマ的独裁者の
登場は期待できない。となると、第２の方法を取らざるをえない。 
ブータンで生まれた「ＧＮＨ」運動は、前国王の提唱によるもので、決して独裁的に行われてきたものでは
ない。近隣のアジア諸国の急速な経済発展による社会変貌の実態をみて「成長度」よりも「幸福度」を最優
先に考え「ＧＮＨ」を国家目標とした。ブータン国民は、前国王の考え方に賛同し、自分たちのできる「幸福」
を日常的に実践した結果がブータンの国情を幸福に安定的なものしてきたのである。 
 もし今、野田首相が「不安ばかりの日本」の一解決方法として「日本型ＧＮＨ社会」を唱え、全国民にその
メッセージを送ったとしたら、日本国民はどう反応するであろうか。結論から言えば、建設的な意見が国民
各位から続出すると到底思えない。野田さんの戯言として国民の大多数は総じて聞き流すに違いない。な
ぜならば、ＢＮＨの考え方を浸透させるのには、日本という国家サイズではあまりにも大きくなり過ぎたから
といわざるをえないからである。したがって、「ＢＮＨ学会NEWS 第２号〈改訂版〉」で田中一彦常任理事が指
摘されているように、熊本県や福岡県のようなもう少し小さなサイズ、すなわち都道府県か市町村のサイズ
で「○○型ＧＮＨ社会」の創造を模索していくのが賢明だろう。ただ、まだ両県とも計画の段階で言葉だけ
が先行し、具体策が明確に見えてきていないように感じるが。 
 さて、日本の市町村に目を向けてみよう。グリーン・ツーリズム研究で全国各地に出かけてみると、そこに
居住している人そのものに、ＧＮＨを体現している人に多く出会う（いうまでもなく、彼ら彼女らはＧＮＨの概
念すら知らない）。具体名をあげて恐縮だが、宮崎県都城市の故鳥集（とりだまり）忠男さん、宮崎県椎葉
村の椎葉クニ子さん、長野県大鹿村の伊東和美さんなどである。この３人に出会って話を聴いていると、
実にこころが豊かにかつ軽やか、そして温かくなる。同じ話を何回聴いても新鮮なので不思議である。この
３人の話には「幸せに生きる」ヒントがいっぱい詰まっているのである。 
 ゆえに「不安ばかりの日本」の社会改革にはこうした人材が欠かせない。一方で上記の第２の方法を取
らざるをえない。ゆえに「各地で根を下ろして住みながら、グローカルに通用する人材」と「住民サイドが社
会改革の必要性を感じ、自分の身近なところから積み上げていき、賛同する仲間を増やしていく方法」との
コラボレーションが地域社会にとって、独自のＧＮＨを形成し、「不安」を少しずつに取り除いていくこととな
るだろう。それには１秒を争う熾烈な競争で生まれる価値ではない、それ以外の大きな価値があること、創
造することをまず体感・体得しなければならないことは明白である。（つづく） 



＜新連載：リレーエッセイ＞ 
私とGNH  No.7  
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「学会NEWS」では、会員皆様のエッセイ「私とGNH」をリレー形式により掲
載します（ご投稿大歓迎！） 

今すぐ、ここで、適用できるＧＮＨの実践性（１） 
緒川  弘孝 

 （地域振興コンサルタント：フリーランス） 

 国民総幸福（ＧＮＨ）は、決して国家やブータンや世界を語るときだけ取り上げる、どこか遠い話では

なく、自分が住む日本の社会や身近な生活を考えるときにも、その方向性を明確に示してくれる羅針盤
の役割を果たす実践的な哲学であると、４年前にブータンを訪れてから、私は実感し続けています。 
 ＧＮＨは、行政指標として利用することも大事ですが、さらに重要なのは、その考え方です。ブータンで
は、建築件数が年々増え、２年で葺き替える必要がある屋根用の木材の需要も増加して森林資源への
影響も懸念されました。その一方で、ブータンの伝統文化の保護にとっても、景観や建築を大きく左右
する屋根材は重要です。つまり「自然保護」と「文化保護」がバッティングしたのですが、ブータン政府は
森林資源の問題が解決されるまでの暫定措置として、一時的に屋根材としてトタンを無料配布する判
断をしました。この判断の背景に、全ての政策の目的として「国民総幸福」があり、その実現のために、
「自然保護」と「文化保護」のどちらにも偏らず、最適なバランスを取ることが必要との考え方が、国の官
僚たちにも浸透していることを、インタビューで感じました。 
 「自然保護」も「文化保護」も、どちらも重要であるがゆえに、ときとして“自然保護原理主義”や“文化
保護原理主義”的な考え方が登場しますが、ＧＮＨは、どちらも大事だけど、最終的な目的は「国民総幸
福」なんだよ、と教えてくれます。目的と手段が転倒して手段が暴走するのを防ぎ、様々な要素のバラン
スを取らなければいけないことに気付かせてくれます。「経済発展」が暴走して環境が悪化するのも、
「ガバナンス」が暴走して国民不在の独裁国家になることも防いでくれるでしょう。 
 もう一つ、ＧＮＨの考え方で重要なのは、「幸福」のＨだけでなく、ＧやＮに含まれる「国民総」の部分で
す。個人個人の幸福は、社会全体の幸福と一体的です。自分以外全員不幸なのに、自分１人だけ幸せ、
ということは有り得ません。ＧＮＨは、個人や一部の人間のエゴの暴走や、逆に国家や組織全体の暴走
を防ぐ考え方でもあるのです。 

   このようにＧＮＨは、物事や要素の間で、また個人と社会
全体の幸福の間でバランスを取ることの重要性を常に意識
させてくれますし、目的と手段が転倒しないよう常に教えてく
れます。東日本大震災による甚大な津波被災や原発事故
による放射能汚染で、国難に瀕している現在の日本の社会
においても、ＧＮＨの考え方を適用する重要性が浮かび上
がって来るのですが、紙面も尽きましたので、次号での機会
を頂ければ幸いです。 

              
参照：山村高淑、小林英俊、緒川弘孝、石森秀三編 『コミュ
ニティ・ベースド・ツーリズム事例研究』 2010.2、 北海道
大学観光学高等研究センター・財団法人日本交通公社 
http://hdl.handle.net/2115/42681 
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日本GNH学会 入会資料 
プリントして入会勧誘に 

ご活用下さい。  
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日本GNH学会 入会資料 
プリントして入会勧誘に 

ご活用下さい。  
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日本GNH学会『学会NEWS 第3号』 
発行：日本GNH学会事務局 

  2011年10月21日  
                 編集担当：日下部尚徳（常任理事） 

 
 学会に関しましては、以下の事務局までお知らせ下さい。 

  
  〒113-0033東京都文京区本郷3丁目３番地13 
     ウィークお茶の水ビル2階 
  株式会社芙蓉書房出版内 
  電 話：03-3813-4466  FAX：03-3813-4615 
 
   学会費の振込口座: 三菱東京ＵＦＪ銀行 本郷支店(３５１) 
                    普通預金 ００８０２０４   
                           日本ＧＮＨ学会 
  
  メール：Info@js-gnh.org 
 
 学会へのご連絡、GNHに関するご質問、メディア取材依頼、講演など企画依頼は、メールに

てお願いします。 
 
＿＿＿＿ 
本『学会NEWS』に掲載する論考・エッセイ・投稿などは、執筆者のご見解・ご意見であり、本学
会の見解を反映するものではありません。念のため申し添えます。 
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